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この活動は下記のパートナー企業様に支えられています。 



【GT300クラス レース結果】 
 

2022.11.5(Sat):Qualify Day 

Weather:Sunny / Track:Dry 

 

Q1:ドライバーは藤波選手が担当。開幕戦以来のノーウエイトでのレース 

    ウィークとなった。 A グループに割り当てられた56号車のタイムは 

   1’45.985をマーク。見事 Q1を2番手で突破した。 
 

 

 

 

 

 

Q2:ドライバーはオリベイラ選手が担当。他車のアクシデントで一度赤旗が 

提示され、中断が起きるハプニングもあった中で1’45.985をマーク。 

7番手タイムとなるが他車のペナルティにより決勝レースは6番手グリッド 

スタートとなった。 
 



 

2022.11.6(Sun):Race Day 

Weather:Sunny / Track:Dry 

 

 爽やかな秋晴れのモビリティリゾートもてぎに、大勢のモータースポーツファンが 

足を運んだ。 

 

 

 

 

 

 13時07分、藤波選手がスタートドライバーで決勝レースがスタートした。 

レース序盤から他車のアクシデントにより FCY・SC が導入される荒れた展開とな

った。その後は順調にレースが進み、25周目にドライバー交代のためにピットイン。

給油とタイヤ交換も行なってオリベイラ選手がピットアウト。ペースは好調で、ライ

バル勢をオーバーテイクしていくが、41周目の3コーナーで右フロントタイヤが外れ

てしまった。 再度タイヤを装着してコースに復帰するが、このアクシデントにより 

上位争いから脱落してしまった。しかし、レース終盤はチャンピオン争いをしていた

ライバル勢も順位を落としていったため、56号車はランキングトップに返り咲き、 

見事2020年シーズン以来2度目のシリーズチャンピオンに輝いた。 
 



【近藤真彦監督インタビュー】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q.今年一年で一番レベルアップしたと感じたところはどこですか？ 
 

 

A. 優勝したり、ランキング1位にいたり、常にリザルトで上のほうにいると、みんなが 

みんなを信用するようになる。その相乗効果でチームが強くなっていく。チームが 

強くなっていくと自然と揉めごとが減っていく。そこが今年一番レベルアップしたと 

ころです。 

 

Q.日産メカニックチャレンジに参加している学生は普段とは違うシビアな環境で 

活動していますが、現場ではどのような力が必要で大切ですか？ 
 

 

A. 学生が学校では磨けない技術を現場で磨いてあげたい。チームには完成度 

の高い学生が来てくれている。そんな学生をもっともっと磨いてあげなきゃいけ 

ない。年々この活動に参加する学生の表情、目の輝きが違うのが見てよくわ 

かる。だから、このプロジェクトは大切にしたいです。 



 

 

 

Q.近藤監督がドライバー・チームスタッフなど、立場や年齢が異なる方と 

コミュニケーションを取るときに意識していることを教えてください。 
 

 

A. ドライバーは二人いて、その日に調子が良かったり良くなかったりする。調子の 

いい人にはみんな味方につくが、私は調子の悪いほうについてあげる。メカニック 

もそうで、失敗したら怒るけどその人につく。弱い立場になってしまった人をいか 

にバックアップして次のレースの時にニュートラルの位置に持っていくかを心がけて 

います。 

 

Q.日産メカニックチャレンジの魅力はどんなところですか？ 
 

 

A. 毎レースたくさんの学生が来てくれて、勉強してくれて、肌で感じてくれて、目で 

見て、触って、音を聞いて... 学校の机の上ではなかなか体験できないことを 

身体で覚えてもらうこと。学校に帰ったりした時に KONDO Racing の緊張 

感をここにも持ってこなきゃという気持ちになってもらう。それが、このプロジェクト 

の魅力だと考えています。 
 

～レース前の貴重なお時間をいただき、ありがとうございました！～ 

 
 



【56号車ドライバーインタビュー】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

～藤波 清斗選手～ 
 

Q.チャンピオンを獲得した今の気持ちはいかがですか？ 
 

 

A. ほっとしています。去年本当に悔しい思いをしたので、今年はチャンピオンを 

絶対奪還するという気持ちで開幕戦からずっと1位をキープしてきましたが、 

正直そう甘くはなくて本当にダメかなと思いました。 しかし、運やラッキーも 

あって一つ一つちゃんとやっていたら最終的にチャンピオンを取れて、こうやって 

学生さんや皆さんと一緒に喜べることが嬉しいし誇りです。 

 

Q.日産自動車大学校の学生へ一言お願いします！ 
 

 

A. 学生の皆さん一年間本当にありがとうございました。今年は重量も重く、色々 

ピリピリしたシーズンでしたがやっぱりチームなので一人でも欠けたら崩れてしま 

います。そういう部分でも学生さんは本当に頑張ってくれて普段ない緊張感を 

味わえて、良い経験ができたと思います。そして僕もこうやって結果出せて一緒 

に活動できて良かったので、学生さんには誇りに思ってもらって、これを前向き 

で良い方向に活かしてもらえたら僕もうれしいです。 
 

～レース後の貴重なお時間をいただき、ありがとうございました！～ 



 

 

 

～JP・オリベイラ選手～ 
 

Q.チャンピオンを獲得した今の気持ちはいかがですか？ 
 

 

A. 今日は本当にジェットコースターのような一日でした。タイヤが外れるトラブル 

があって、結果的には19番手でゴールしました。チェッカーを受けて1コーナー 

にいるときに無線で順位を聞きました。その3秒後くらいにチャンピオンと伝え 

られて、本当にびっくりしました。チャンピオンになれたのはすごく嬉しいです。 

 

Q.日産自動車大学校の学生へ一言お願いします！ 
 

 

A. KONDO Racing と日産自動車大学校のコラボレーションで行なっている 

この日産メカニックチャレンジは、とても大事なプロジェクトだと思います。 

また来シーズン一緒に頑張りましょう！ 
 

～レース後の貴重なお時間をいただき、ありがとうございました！～ 
 

 



【日産販売店 TS インタビュー】 

日産プリンス栃木販売株式会社 

瀧澤 勇太さん 

(栃木校第３３期卒業生) 

 

以前、同じ店舗の仲のいい先輩が参加して、楽しかったし良い経験になったと話

していたので今回参加してみました。ミリ単位での調整を何度もやり直したりといっ

たところが大変でしたが、スピード、正確性も求められるので、そういうところの細か

い技術を学ぶことができました。学生の皆さんも学校で学べることと、現場で学べ

ることは全然違うので、もし働く機会があれば頑張ってほしいなと思います。 

日産東京販売株式会社 

遠藤 達哉さん 

(栃木校第２８期卒業生) 

 

販売会社で今回の日産メカニックチャレンジの募集があり、元々レースに興味が

あったので、応募し参加しました。販売会社の整備ではお客様の車一台を一人

で担当することが普通なのですが、レースでは車両一台に対してチーム全員で整

備をするという違いがあり、チームワークの大切さを学びました。学生の皆さんも一

つでも多くのことを学校で学んできて、僕たちと一緒に頑張りましょう。 



【参加学生インタビュー】 

日産栃木自動車大学校 
 

学生スタッフ総リーダー 3年 大澤 謙世 
 

今回は、学生リーダーとして参加させていただき 

ましたが、前回の SUGO戦の時よりも考えるこ 

とが多く、自分の事だけで精一杯になってしま 

いました。リーダーとして集団をまとめ、常に全 

体の動きを把握することの大変さを痛感しまし 

た。栃木校全体の活動内容としては、過去最

多人数のお客様の対応を大きなトラブル等が起こることなく終えることができたの

で良かったと思います。ですが、自分の動きを振り返るとまだまだできることが沢山

あったと思うので、来シーズンの日産メカニックチャレンジではこの反省をしっかり活

かして、自分の成長に繋げていければいいと思います。 
 

 

ホスピタリティエリアスタッフ 2年 黒澤 嘉紀 

 

今回のもてぎ戦は、ホスピタリティエリアに250名 

近くのお客様が来場され、その方々をスムーズに 

お席に案内するために班員と協力しながら行動 

出来ました。そして、お客様の飲み物やお弁当を 

配ったときにお客様に喜んでもらえたことが嬉しかっ

たです。班リーダーとして、チームメンバーと連携することと準備や片付けで先輩や

後輩と協力してコミュニケーションを取ることの大切さを学びました。 



 

ホスピタリティエリアスタッフ １年 佐々木 千華 

 

この活動を通して学んだことは、積極性です。 

私は自分から動くことや、話すことが苦手でした 

が、できなくてもやってみて、少しずつ直していけ 

たらいいと思うようになりました。初めての参加 

でとても緊張していましたが、先生方や先輩方 

が明るく声を掛けてくださったり、丁寧に教えて 

いただだいたおかげで緊張しながらも楽しく活動 

することができました。 

 

 

ピットスタッフ ３年 石川 大樹 
 

「責任感」を学びました。自分に課されていた 

仕事をどんなにきちんとこなしていても、時には 

想定外のことも起こり得る。そうなってしまった 

時に、自信を持って「やれる事はやった。あとは 

信じるだけ。」と胸を張っていられるように、常日 

頃から責任感を持って物事をこなしていくことの 

重要性を感じました。とても大切なことだと思う 

ので、今後の人生に役立てていきたいです。 



ピットマネージャー １年 山口 竜河 
 

今回の日産メカニックチャレンジで学んだ事は、 

直接ピット作業に携わらなくても自分たちの行 

動等でチームにペナルティを与えてしまうことも 

あるので、真剣に作業することです。 初めは 

緊張していたのですが、自分の出来る作業を 

やるにつれ雰囲気にも慣れて、最終的には楽 

しむことが出来ました。 

 

【広報活動を振り返って】 
広報リーダー 4年 成田 颯 

 

 私たち広報メンバーは、今大会もコロナ禍による行動制限がある中で活動を行

ないました。パドック側とホスピタリティエリアの行き来ができなかったり不便なことも

ありましたが、事前に役割を決めておくなど、前回の反省点を活かし、全員が協

力して活動できました。また、チーム全員が最後まで諦めずに闘い、シリーズチャ

ンピオンに輝く瞬間に立ち会えたことを大変嬉しく思います。 

 今シーズンの日産メカニックチャレンジも KONDO Racing のチームの皆様をは

じめ、スポンサー様など、沢山の方々に支えられて活動ができました。この活動で

得たものを普段の学校生活や将来に活かしていきます。 

 

【広報メンバー】 

    成田 颯 

     金井 咲斗 

     熊谷 飛鳥 

     小野寺 紀 


